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研究成果の概要（和文）：中国の都市の周辺地区を含めて都市化による住空間の形成過程の

分析と形成された都市空間の関係を明らかにした。都市化は、主に住宅団地の開発によっ

て進められており、その開発された住宅団地の空間計画の変遷について調べた。今後の計

画技術の展開として、環境共生の建築工法の開発、及び室外熱環境と増大化するエネルギ

ーの消費の実体について調べた。同時に都市の居住者の生活行動の調査研究をおこなった。 

 
研究成果の概要（英文）：We have clarified on the relation between the built up process of 
the living environment by urbanization and the built urban space including the 
surrounding areas of the city in China. Urbanized areas were mainly used by 
developing the housing complex, and investigated the transition of the space planning 
methods for the housing complex. As developing the planning technology in our future 
research, we investigated the building construction methods for environmental 
symbiosis, and substance of the increasing energy consumption and the outdoor 
thermal environment. The investigation of the life behavior of the resident in the city 
area was done at the same time. 
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１．研究開始当初の背景 

中国蘇南（江蘇省南部）は毎年 10％を越え

る GDP成長率を続ける中国で最も経済の発

達した地域と言われている。1990年代以降、

都市化は急速に進行し、都市と農村に接す

る地区（以下都市近郊）に、数多くの民

間企業、工場（いわゆる郷鎮企業）が現

れ、都市近郊地区の経済発展の原動力と

なっている。都市化以前、これらの地区

は農村であり、農耕が生活の基本であっ
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た。都市化に伴い、農業生産力が高まると

ともに工業化が加速し、また農村社会のさ

らなる分業化が進み、昔からの自給自足の

農耕を基本とする生活方式も大きく変化

してきた。農耕作業は尐数の専門経営者に

任され、多くの人々は「郷鎮企業」で働く

産業労働者となった。これに伴って、昔か

らこの地区に居住している農民は、快適か

つ便利で、上下水道などインフラストラク

チャーが十分揃っている都市的な住環境

を望むようになった。また、農民の居住空

間は生産と生活の二重の機能を持つ空間

から単機能の生活空間に分解された。同時

に、都市化が極めて急速に進行し、都市空

間の拡大に伴って、同じ地区に都市の居住

者のために提供される別荘、低層の高級マ

ンションの建設も進んだ（両者が混住する

ことは制度上禁じられてはいる）。一方で、

郷鎮企業の規模は小さく、住宅地、耕地と

混在し、また合理的な町づくり計画等がな

いため、都市化が進行するにつれ、都市近

郊地区では様々な問題が生じている。つま

り、住宅の建設、維持にかけられるエネル

ギー消費量も多く、地域の持続的な発展に

対して深刻な危機をもたらし本研究のグ

ループは数年来、中国東南大学（江蘇省南

京市）、合肥工業大学（安徽省合肥市）と

共同で、上海と隣接する江蘇省昆山市淀山

湖鎮を対象として、都市近郊地区の低負荷

の住環境の計画法と都市化の制御の研究

を進めていた。日本の都市計画と建築環境

計画の研究成果と経験から、この土地に適

した形での住宅地の合理的な計画法が構

築され、さらに確実かつ実行可能な集合居

住による中国型の環境共生住宅の空間計

画技術を確立できれば、蘇南の持続的な発

展にとって重要な課題である都市近郊地

区の住宅地の建設に貢献することができ

る。これまで現地では先進国の集合住宅

を模倣的に導入するに留まり、上記の問

題を解決しているとは言えない現状か

ら見て、この研究の成果の意義は大きい。 

 

２．研究の目的 

本研究では、江蘇省南京市、安徽省合肥

市とその周辺を対象として、都市化によ

る市街地（建成区）の拡大過程の調査、

都市化は、主に住宅団地の開発によって

進められており、開発された住宅団地の

空間計画の変遷の調査を行う。同時にそ

の住宅地における室外熱環境の把握と都

市居住者の生活行動調査を行って、中国

型の環境共生住宅の可能性を把握すると

ともに、これらの計画技術の確立を目的

とする。都市近郊地区に適応する都市の

環境共生の計画技術の開発、環境負荷を

低減し、かつ、生活を快適にする住宅地

の計画技術の確立、それらによって急激

すぎる都市化の速度を制御する計画法の

構築を目的とする。さらに、現地の住民、

および中国側の研究者と共同による環境

共生の集合住宅の建設のモデル事業に協

力して実証実験に発展させる。 

 

３．研究の方法 

中国型の環境共生住宅の計画技術を確

立するために、平成 20年度は「都市化

による周辺地区を含めて住空間の形成

過程」「供給された住宅団地の空間計画

の変遷」「環境共生の建築材料」、及び「室

外熱環境」「居住者の生活行動」の５分

野に対して、調査を同時平行して展開し

た。 

（1）研究のプロセス及び方法 

平成 20年 4月～平成 21年 3月 

①都市化の速度と住空間の形成過程の



 

 

実態調査（過去 15年間の形成過程の調査） 

（中国側の協力者、東南大学建築学院：王

建国教授、合肥工業大学：蘇継会教授） 

中国の多くの地域で起こっている都市化の

メカニズムを調査によって明らかにした。各

地方には地方政府と呼ばれる自治体の行政

機関が、それぞれ積極的に住宅地や工場団地、

業務地を開発し、用地を供給している。つま

り、公営のデベロッパーの役割を果している。

それと歩調を合わせて、企業による「花園」

（団地）が提供されている。過去 15 年間の

都市域の拡大と政府の計画及び企業の「花

園」の実態を調べた。 

② 供給された「花園」住宅団地の空間計

画の変遷調査（中国側の協力者、東南大学

建築学院：唐ペン副教授、合肥工業大学：

陳剛副教授、周国艶副教授） 

初期に供給された集合住宅の平面・規模、内

装計画、外観デザイン、団地計画等から急速

に計画方法が変化している。これまで筆者ら

は、北京の集合住宅の計画法や家装の研究を

行ってきたが、これらの成果を生かして蘇南

における家装について調査を行う。「花園」

住宅団地の計画法、外部空間については、水

景を取り入れるなど「都市の居民」購入者に

好まれる試みがなされている。これらは富裕

層を対象にしてマーケットを絞ったデザイ

ンであり、農民の生活や「都市の居民」の環

境共生住宅を実現する計画レベルに至って

いない実態を調査した。 

③ 居住地の室外温熱環境に対する調査 

（中国側の協力者、東南大学建築学院：傅

秀章教授、合肥工業大学：饒永副教授） 

蘇南地域には、夏は暑く、冬は寒い地域であ

る。都市化の進化に伴い、このような傾向は

更に厳しくなる。そのため、都市近郊地区の

自然環境条件の下で、人間が住環境の快適さ

の評価と温熱環境の快適性への影響の調査

を行った。室外温熱環境の改善に関する

技術の研究、雨水の収集利用、路面材料

への生態技術の運用と将来性の検討を行

った。さらに、集合住宅地における太陽

エネルギーの利用技術、生活廃棄物の再

利用技術を含めて調査した。 

④ 環境共生住宅の建築材料、工法に関す

る調査（中国側の協力者、東南大学建築

学院：張宏教授、合肥工業大学：陳麗華

副教授） 

この地域の特性に適応する建築材料、蘇

南に適応する建築形式、工法及びその変

遷についてデータを調査によって収集し

た。これらを用いて、蘇南地域の特徴を

持つ建築材料、工法の研究を行い、住宅

の環境負荷を低低減し、かつ、コストが

低くなる工法や建材の開発の準備を行っ

た。 

⑤ 都市近郊地区の居住者の生活行動に

関する調査 （中国側の協力者、東南大

学建築学院：銭強教授；合肥工業大学建

築と芸術学院：馮四清教授、李早教授） 

中国では戸籍によって、「都市の居民」と

「農民」を区分している。都市化に伴い、

多くの「都市の居民」が都市近郊地区に

住宅を購入している。これらの居民ごと

に生活行動は大きく異なる。都市近郊地

区に居住している「都市の居民」と「農

民」の住宅地内の行動調査と行動観察（例

えば、「都市の居民」の日常行動、「農民」

の生産行動など）を行い、住民の属性と

行動を記録した。「花園」では、住民がど

のような景観を好み、滞留行動とその原

因から住民の行動に与える影響を明らか

にする選好行動と空間の関係を解明した。 

第２段階  平成 21年 4月以降 

⑥ 蘇南都市近郊地区における環境共生

集合住宅の計画技術の開発  



 

 

江蘇省昆山市淀山湖鎮を対象にし、システム

工法や建材の開発や住宅地室外温熱環境の

改善技術によって、蘇南都市近郊地区に適応

する環境共生型かつ生活を快適にする住宅

地の計画法を構築する。 

⑦モデル事業による環境共生集合住宅の研

究成果の検証  

以上の研究より提案した環境共生集合住宅

のモデル事業に於いて建設を建設主体は郷

鎮企業であると想定し、実施設計は中国側の

東南大学設計院が行った。 

 

４．研究成果 

平成 20 年度は「都市化による周辺地区を

含めて住空間の形成過程」「供給された住

宅団地の空間計画の変遷」「環境共生の建

築材料」、及び「室外熱環境」「居住者の生

活行動」の５分野に対して、調査を同時平

行しておこなった。 これらの成果は膨大

なもので、資料としてまとめた。20年度の

5 分野の成果を、蘇南都市近郊地区におけ

る環境共生集合住宅の計画技術の開発に

繰り込むために、まず、「都市化による周

辺地区を住空間の形成過程」（中国側の協

力者、東南大学建築学院：王建国教授、合

肥工業大学：蘇継会教授）では、中国の多

くの地域で起こっている都市化のメカニ

ズムは、各地方には地方政府と呼ばれる自

治体の行政機関が、それぞれ積極的に住宅

地や工場団地、業務地を開発し、用地を供

給している実体を調査によって明らかに

した。次に、「供給された住宅団地の空間

計画の変遷」（中国側の協力者、東南大学

建築学院：唐ペン副教授、合肥工業大学建

築芸術学院：陳剛副教授、周国艶副教授）

では、初期に供給された集合住宅の平面・

規模、内装計画、外観デザイン、団地計画

等から急速に計画方法が変化しているこ

とをとらえた。「環境共生の建築材料」

（中国側の協力者、東南大学建築学院：

張宏教授、合肥工業大学：陳麗華副教授）

では、この地域の特性に適応する建築材

料、蘇南に適応する建築形式、工法につ

いてデータを調査した。 「室外熱環境」

（中国側の協力者、東南大学建築学院：

傅秀章副教授、合肥工業大学：饒永副教

授）では、室外温熱環境の改善に関する

技術の研究、集合住宅地におけるエネル

ギーの利用技術の研究を行った。「居住

者の生活行動」（中国側の協力者、東南

大学建築学院：銭強教授；合肥工業大学

建築と芸術学院：馮四清教授、李早教授）

では、中国では戸籍によって、「都市の

居民」と「農民」を区分し、都市近郊地

区に居住している「都市の居民」と「農

民」の住宅地内の行動調査（例えば、「都

市の居民」の日常行動、「農民」の生産

行動など）を行い、住民の属性と行動を

アンケートから調査した。 

平成 21年度は「都市化による周辺地区

を含めて住空間の形成過程」「供給され

た住宅団地の空間計画の変遷」「環境共

生の建築工法」、及び「室外熱環境とエ

ネルギーの消費」「居住者の生活行動」

の５分野に対して、前年の調査の解析を

平行しておこなった。 これらの成果は

膨大なもので、中間報告書として纏め 3

月 13 日に京都大学で中間報告会を開催

した。21年度の 5分野の成果を、蘇南都

市近郊地区における環境共生集合住宅

の計画技術の開発に繰り込むために、ま

ず、「都市化による都市の拡大過程と住

空間の形成過程」（中国側の協力者、東

南大学：王建国教授、合肥工業大学：蘇

継会教授）では、中国の多くの地域で起

こっている都市化のメカニズムは、各地



 

 

方には地方政府と呼ばれる自治体の行政

機関が、それぞれ積極的に住宅地や工場団

地、業務地を開発し、用地を供給している

実体を 15 年の経年変化を明らかにした。

次に、「供給された住宅団地の空間計画の

変遷」（中国側の協力者、東南大学：唐ペ

ン副教授、合肥工業大学：陳剛副教授、周

国艶副教授）では、初期に供給された集合

住宅の平面・規模、内装計画、外観デザイ

ン、団地計画等から急速に計画方法が変化

していることを捉えた。「環境共生の建築

工法」（中国側の協力者、東南大学：張宏

教授、合肥工業大学：陳麗華副教授）では、

この地域の特性に適応する建築材料、蘇南

に適応する建築形式や工法変遷を調査し、

実験住宅で行った工法についてデータを

分析した。 「室外熱環境とエネルギー消

費の調査」（中国側の協力者、東南大学：

傅秀章教授、合肥工業大学：饒永副教授）

では、室外温熱環境の改善に関する技術の

研究、集合住宅地における冷暖房、炊事、

入浴等のエネルギー消費の実態調査を行

った。「居住者の生活行動」（中国側の協力

者、東南大学：銭強教授；合肥工業大学：

馮四清教授、李早教授）では、中国では戸

籍によって「都市の居民」と「農民」を区

分しているが、都市近郊地区に居住してい

る「都市の居民」と「農民」の住宅地内の

行動調査（日常の買い物行動など）を行い、

住民の属性と行動をアンケートから調査

した。 

平成 22 年度は「都市化による周辺地区を

含めて住空間の形成過程」「供給された住

宅団地の空間計画の変遷」「環境共生の建

築工法」、及び「室外熱環境とエネルギー

の消費」「居住者の生活行動」の５分野に

対して、前年までの調査の解析と成果の公

表おこなった。 これらの成果は膨大なも

のとなり、中間報告書として纏め 2月 23

日に岡山理科大学で報告会を開催した。

前年度までの成果を、蘇南都市近郊地区

における環境共生集合住宅の計画技術

の開発に繰り込むために、まず、「都市

化による都市の拡大過程と住空間の形

成過程」（中国側の協力者、東南大学：

王建国教授、合肥工業大学：蘇継会教授）

では、中国の南京市,合肥市で起こって

いる都市化のメカニズムは、80年代まで

は工業地域の建設、95年以降は地方政府

の行政機関が、それぞれ積極的に住宅地

や業務地を開発し、入札によって用地を

供給している実体を明らかにした。また、

南京市、合肥市の市街地の拡大過程が、

1970年代までは、国営企業の立地、改革

開放以降は、住宅団地の開発と副都心の

建設によってなされていることを明ら

かにした。これらは多くの中国の論文で

発表されている。次に、「供給された住

宅団地の空間計画の変遷」（中国側の協

力者、東南大学：唐ペン副教授、合肥工

業大学：陳剛副教授、周国艶副教授）で

は、初期に供給された集合住宅の平面・

規模、内装計画、外観デザイン、団地計

画等から 90年以前、2000年,近年に計画

方法が変化していることを捉えた。「環

境共生の建築工法」（中国側の協力者、

東南大学：張教授、合肥工業大学：陳麗

華副教授）では、この地域の特性に適応

する建築材料、蘇南に適応する建築形式

や工法変遷と実験住宅で新しい農民住

宅の工業化工法を実践し、報告書にまと

めた。「室外熱環境とエネルギー消費の

調査」（中国側の協力者、東南大学：傅

秀章教授、合肥工業大学：饒永副教授）

では、室外温熱環境の改善に関する技術

の研究、集合住宅地の冷暖房、炊事、入



 

 

浴等のエネルギー消費の実態をまとめた。

「居住者の生活行動」（中国側の協力者、

東南大学：銭強教授合肥工業大学：李早教

授）では、中国では戸籍によって「都市の

居民」と「農民」を区分しているが、都市

に吸収された蘇州市の農民の地区の変容

を調査した。中国側では 3年間の累計、東

南大学 8 編、合肥工業大学 18 編の論文を

発表した。両大学では、10名以上の修士課

程の学生が、共同研究に参加して修士論文

にまとめるなど、若手に研究のすそ野が拡

がった。 
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